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この講演の構成

1. NIAD-UE大学情報データベース(仮称)
の概要

2. 本機構の業務におけるDB構築の位置づ

け

3. 本DBシステムの構想

4. 大学との連携

5.  今後の計画
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概要 1

大学などの教育研究活動などの状況に
ついての評価に関する情報を

収集・整理・提供する
情報データベース
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概要 2

本DBシステム開発の目的

1. 大学などの教育研究活動などの状況についての
情報を収集し、整理する。

2. 本機構の実施する評価作業の円滑化・省力化に
資する(専門委員会の作業と大学側の作業共に)。

3. その情報を各大学の自己評価に活用して頂き、
自己点検・自己評価の内容・方法の充実に資す
る。

4. 各大学が他の大学の状況を把握し、教育研究の
質の改善を図る際の参考に資する。

5. 広く社会に対し、大学などの教育研究活動など
の状況についての情報を提供する。
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概要 3

目的2. 本機構の実施する評価作業の円滑

化・省力化に資する。

過去3回の試行的実施の経験

• 自己評価書作成に際して、各大学は根拠資料として
データを新たに作成。

• 専門委員会の評価作業中に、根拠資料不足で、大学
にデータを追加請求。

大学も本機構(専門委員会）も膨大な労力を短期間に
かけなければならなかった。
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概要 付

アンケート調査
(評価を受けた大学と評価作業に携わった委員)

• 根拠資料の作成が大変でかつ困難であり、根拠資料を精
選すべき。

• 根拠資料をどの程度準備すべきか不明確。最初にガイド
ラインを示すべき。

• 毎年の計画的なデータ蓄積が必要である。基礎データは
様式を統一して欲しい。

• 根拠資料の作成の作業量が大きい。

• 簡素な評価制度の確立が急務。

自己評価書の記述に対する根拠資料不足のため、すべての評価チームは、
ヒアリングや訪問調査に先だち、根拠資料の請求をしていた。
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法的な位置づけ

•大学評価･学位授与機構

•各大学
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位置づけ 1

本機構の業務の中における
DB構築の法的責務

国立学校設置法(現行）と「独立行政法人大学評
価・学位授与機構法」が規定している「大学評
価・学位授与機構」の業務の一つ

『大学などの教育研究活動などの状況につ
いての評価に関する情報の収集、整理およ
び提供を行うこと。』

独立行政法人大学評価・学位授与機構法第16条第1項第4号

評価事業を遂行すること(第1号)に加えて、情報の収集・整理・提供は業務と
規定されている(第4号)。
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位置づけ 2
既に行っているホームページで行っている提供事業

大学評価
機構が行っている評価事業に関わる情報の公開

「評価報告書」、「自己評価実施要項」、「評価報告書作成の手引き」
など

国立大学における教養教育の取組の現状 － 実状調査報告書 －
各国立大学を対象に行う全学テーマ別評価「教養教育」（平成12 年度着手分）

の一環として実施した教養教育に関する実状調査の結果を取りまとめたもの

評価研究部公開研究会 「大学情報データベースの構築の将来展望－経
験の共有と交流－」講演資料

平成15年1月29日（水）に，国立オリンピック青少年総合センターで
開催しました評価研究部公開研究会における配付資料

大学評価に関わる調査研究

世界の高等教育に関する評価機関
世界の国または地域で高等教育機関について評価を行っている機関の

一覧

http://www.niad.ac.jp/info/kenkyukai.pdf
http://www.niad.ac.jp/info/kenkyukai.pdf
http://www.niad.ac.jp/info/kenkyukai.pdf
http://www.niad.ac.jp/info/kenkyukai.pdf
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『大学情報の収集・整理・提供』業務としての
NIAD-UE 大学情報データベースシステム

位置づけ 3

大学などから
データを収集
する業務

分析・整理
する業務

データを提
供する業務

何を、どこから、
どのように、い
つ、、、

何を、どんな形
で、、、

大学関係者などを含む有識者会議を設置して
これらの業務内容を検討する
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位置づけ 4

大学のもつ大学情報公開の責務
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•大学は、自己点検評価を実施し、その結果を公表
する義務。

(学校教育法第69条の3第1項の内容)
国公私のすべての大学が対象。
根拠資料としての情報の公開も必要となろう。

•各国立大学法人の中期目標の中には、教育・研究
並びに組織・運営の状況について自己点検・評価
並びに当該状況に係わる情報の提供に関する事項
が、記載されていなければならない。

(国立大学法人法第30条第2項4号の内容）

国立大学法人は、教育研究の状況に係わる情報の提供に
関して、中期目標に記載しなければならない。

位置づけ 5

事業報告書の公表義務
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位置づけ 6

各大学におけ
る情報の公開

各大学は、自ら
のデータを整理

独自のデータ
ベースの構築？

大
学
に
よ
る

公
開
・
提
供

大学

大学評価・学位授与機
構における大学情報の
収集・整理・提供業務

NIAD-UE 大学情報DB機
構
に
よ
る

依
頼
・
収
集

NIAD-UE

大学とNIAD-UEの協調

緊張ある協力関係

意見・情報交換、共同研究
の必要性
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NIAD-UE大学情報データベース
システム



15

NIAD-UE大学情報データベース
システム

DBシステム 1

システム設計条件

(1)信頼性
データの質
ハードウエア
ソフトウエア

(2)セキュリティ

(3)実行可能性
維持・管理
データ収集、データ整理、提供データ作成

(4)データ構造の流動性・柔軟性
組織の発展、収集・提供データ項目の変更、

(5)国際通用性
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DBシステム 2

収集・提供するデータ

データの信頼性
定義の明確さ、データの質、均一性
「評価の根拠になり得る」

データ構造の流動性・柔軟性
組織の発展、収集・提供データ項目の変更、、、

データモデルの基本構造
大学などにおける教育研究の活動の状況の解析

組織が階層を作っている。

学生、教員、職員などは各階層に関係づけられる。

教育研究などの活動も各階層の組織に関係づけられる。
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第2層：学部・研究
科・研究所

大学における組織構造モデル

大学

学長

本部事務職員

キャンパス
共通管理棟

大学を代表する
役職の業績

全学の大学業務を遂
行する職員の業績

副学長

全学共通の
建物・設備

大学全体としての
各種公開情報

大学を代表する
研究成果

学部

学部長

学部
事務職員 教育実習棟

学部管理棟

学部を代表する
役職の業績

学部内事務遂行する
職員の業績

副学部長

学部管理の
建物・設備

学部単位の
各種公開情報

学部を代表する
研究成果

学部

学部長

学部
事務職員

教育実習棟
学部管理棟

副学部長

学部

学部長

学部
事務職員

教育実習棟
学部管理棟

副学部長

学科

教授

学科
事務職員

研究室

実験室

教員の業績

学科内事務遂行する
職員の業績 学科管理の

建物・設備

各種データ

研究論文助教授
助手

カリキュラム

学生

学生情報

学科

教授

学科
事務職員

研究室

実験室

助教授
助手

学生

教授

学科

教授

学科
事務職員

研究室

実験室

助教授
助手

学生

複数組織への
所属

第1層：法人(大学・機構)

第3層：学科・専攻・
センター

DBシステム 3

データ構造の整理のための図
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DBシステム 4

NIAD-UE データベースモデルの基本

「組織」を中心としたデータ構造

そのためには、

• ｢組織｣を構成する教員、職員、学生毎がもつ
データ要素や、各｢組織｣の行う活動に伴うデー
タ要素の洗い出しが必要である。

• 各大学のデータベース(既存あるいはこれから作
られる）の構造も同時に解析する必要がある。
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DBシステム 5
ある階層にある組織のデータモデルの

基本構造例

土地

建物

土地

建物
教育カリキュラム

特許
受賞

論文

特許
受賞

論文

各種統計各種統計

個人

組織

活動

教員

組織

教員統計

学生
学生統計

職員

職員統計

含まれる項目は、あまり組織や階層に依存しない

データ構造に冗長性を持たせ、組織形態に依存しない汎用的なデータモデルを基本とした構造データ構造に冗長性を持たせ、組織形態に依存しない汎用的なデータモデル
を基本とした構造

データ構造の整理のための図
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DBシステム 6

NIAD-UE のDBが持つデータ項目

• 法人（第1層）の集計データが基本

• 第2層と第3層の集計データの収集の可能性、項目

などは、大学関係者を含む有識者会議などによる検
討により厳選。

• 個人単位のデータは、収集しない。

• 公開されている大学関係のデータの活用
(学術振興会、科学技術振興事業団、国立情報学研究所などの)

入力データとして
入力データの検証用として

機構の評価作業は大学の自己評価書にそって実施される。自己評価で
根拠とする資料は自己評価書に添付されるものである。従って、評価
作業の根拠資料を毎年収集してデータベースにするのではない。
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DBシステム 7

個別大学のDB とNIAD-UE DB
の関係（一例）

学部

学科

大学

土地
建物

土地
建物

教育カリキュラム

特許
受賞

論文

特許
受賞

論文

各種統計各種統計

学部

土地
建物

土地
建物

教育カリキュラム

特許
受賞

論文

特許
受賞

論文

各種統計各種統計

学科

教員

職員
土地

建物
土地

建物
教育カリキュラム

特許
受賞

論文

特許
受賞

論文

各種統計各種統計

大学

各大学のデータモデル各大学のデータモデル 貴機構のデータモデル機構のデータモデル

土地
建物

土地
建物

教育カリキュラム

各種統計各種統計

学部

土地
建物

土地
建物

教育カリキュラム

特許
受賞

論文

特許
受賞

論文

各種統計各種統計

大学

学内で

統計処理

統計データを収集

詳細な情報は

当初は未使用

組織に関する

統計データが

メイン

生データが

メイン 教員統計

職員統計

教員統計

職員統計学生

学生統計 学生統計

教員統計

職員統計

学生統計教員

職員

教員統計

職員統計 学生

学生統計

教員

職員

教員統計

職員統計 学生

学生統計
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DBシステム 8
各大学等と本機構との間でのデータ送受信例

各大学等には，機構が提示したデータフォー
マットにより，データを提出して頂く。
既に独自にデータベースシステムを持ってい
る大学には，機構の提示するフォーマットに
合わせた形式に変換して提出して頂く。

NIAD-UE
大学情報
データベー
スシステム

A大学 B大学 C大学 D大学

A

B

C

D

依頼 提供

学生等の個票は
大学側で保持集計・

加工

情報収集
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DBシステム 9

具体的なデータ項目の例

各大学での情報公開の現状例

• 各大学の「概要」に記載されている事項
例えば、群馬大学と九州大学のホームページの例

群馬大学の概要 九州大学の資料

既に公開されている大学では、共通項目名が多い。

しかし、各データ項目の実際の定義が同じであるとは限らない。

ほとんどが集計データ：どんな｢元データ｣を集計
して作られたデータか？どのように｢元データ｣を
定義すると誤りを避けられるか？、、、

データ項目の関連図の作成が重要

http://www.gunma-u.ac.jp/guide/gaiyou2003/index.html
http://www.kyushu-u.ac.jp/data/gaiyou15jpn/index.html
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DBシステム 10

大学の教育研究活動に関係する
データ項目関係図

Entity Relation (ER) Diagram

データ項目の関係を表す図。大学の教育活動などに関係する事項を
組織中心に結ぶ図で表している。実際に、NIAD-UE DBに収集する

データ項目は、この中から有識者会議などで厳選した項目となる。



DBシステム 11

学生学生

教員教員

職員職員

教育カリキュラム教育カリキュラム

学生募集学生募集
教育活動教育活動

研究活動研究活動

社会貢献活動社会貢献活動

国際交流活動国際交流活動

組織・施設組織・施設

学生支援活動学生支援活動

財務・産学連携活動財務・産学連携活動

研究員研究員

組織組織

0000．大学のある組織のデータ全体像．大学のある組織のデータ全体像

評価改善活動評価改善活動
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01 組織・施設

項目の例とその細目例

•各データ項目中に含まれる細目の網羅を試みている。

•細目には、組織などの変更があっても矛盾の生じない集計データを
作成するために利用する項も含めてある。

これらの項目の一部の集計データがNIAD-UE DBの項目を構成

02 学生

「学生」等の個人単位のデータはNIAD-UEのデータベース

では対象としない。必要となる集計データ情報を整理するた
めに、あり得るデータ項目の網羅を試みている。
｢教員」「職員」についても同様な作業を進めている。

具体的に、どのデータ項目をNIAD-UE DBの項目とするかおよび各

項目の定義などは、大学との意見交換及び大学関係者を含む有識者
会議で検討する。

DBシステム 13
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DBシステム 12



(1,1)

土地

土地ID

組織ID (FK)
土地名称
面積
所有形態
用途
利用期間始
利用期間終

建物

建物ID

組織ID (FK)
建物名称
建物構造
建物建築面積
建物延床面積
所有形態
用途
利用期間始
利用期間終

委員会議事

委員会議事ID

委員会ID (FK)
回次
議題
開催日時
開催場所
内容
参加者数
決定事項
議事録(添付ファイル)

委員会

委員会ID

組織ID (FK)
下位委員会ID (FK)
委員会名
委員会区分
委員会目的
委員会規約
期間始
期間終

学内委員会参加

学内委員会参加ID

委員会ID (FK)

教員番号 (FK)
職員番号 (FK)

役職名

期間始
期間終

組織

組織ID

設置区分
組織区分
設置者
機関（組織）名（和文）
機関（組織）名（英文）
目的・目標
学問分野
郵便番号
都道府県
住所（和文）
住所（英文）
電話番号
ＦＡＸ番号
ポインター（ＵＲＬ）
組織設置年月日
組織廃止年月日

設備備品

設備備品ID

組織ID (FK)
取得年月
設備備品名
設備備品区分
設備備品数量
設備備品金額

集計施設利用

集計施設利用ID

組織ID (FK)

調査年度
利用者数
利用時間数
利用可能時間数
一般利用者数
一般利用時間数
一般利用可能時間数

集計教員

集計教員ID

組織ID (FK)
調査年度
役職
年齢
性別
国籍
出身区分
常勤・非常勤区分
教員人数

集計研究員

集計研究員ID

組織ID (FK)
調査年度
研究員区分
性別
年齢
研究員人数
外国人研究員人数

集計職員

集計職員ID

組織ID (FK)
調査年度
職種
役職
年齢
性別
職員人数

集計学生

集計学生ID

組織ID (FK)
調査年度
年次
性別
学生人数
留学生人数

その他活動

その他活動ID

組織ID (FK)
調査年度
活動区分
活動体制
活動内容
活動実績
参考資料(添付ファイル)

文書情報

文書ID

組織ID (FK)
カテゴリ
タイトル
ファイル名

改変前組織

改変ID

組織ID (FK)
改変前組織ID (FK)
改変年月日

下位組織

下位ID

組織ID (FK)
下位組織ID (FK)
所有比率
期間始
期間終

集計委員会

集計委員会ID

組織ID (FK)
調査年度
委員会区分
委員会開催件数
委員会設置数

集計社会人学生

集計社会人学生ID

組織ID (FK)
調査年度
年次
業種
性別
年齢
社会人学生人数

集計職員資格

集計職員資格ID

組織ID (FK)
調査年度
資格区分
資格取得職員数

教員定員

教員定員ID

組織ID (FK)
調査年度
役職
定員

集計設備備品

集計設備備品ID

組織ID (FK)
調査年度
設備備品区分
設備備品数量

01. 組織・施設

博物館、美術館、情報教育センタ
ー、

【設備備品区分】
端末、机、いすな
ど

【活動区分】
○教員の任期制・公募制の導入状況
○学長のリーダーシップ
（裁量経費配分制度の有無、学長補佐制度の有無、任期
など）
○代議員会の導入
○評議委員会等への学外人材の導入
○組織開催シンポジウムへの資金支援制度
○核燃料・毒物の管理
○産業廃棄物処理体制

○大学案内
○学部学科案内
○教員採用・選考手順な

集計図書館利用

集計図書館利用ID

組織ID (FK)

調査年度
収納可能蔵書数
収容可能人員
図書(和漢書)冊数
図書(洋書)冊数
雑誌(日本語)タイトル数
雑誌(外国語)タイトル数
非図書資料点数
電子ジャーナル契約数
データベース契約数
図書(和漢書)受入冊数
図書(洋書)受入冊数
雑誌(日本語)受入タイトル数
雑誌(外国語)受入タイトル数
非図書資料受入点数
入館者数
一般入館者数
貸出冊数
一般貸出冊数
非図書資料貸出点数
レファレンス回答数
他図書館からのレファレンス回答数
開館日数
利用可能時間数
一般利用可能時間数
閲覧室数
閲覧座席数
閲覧面積

土地

土地ID

組織ID (FK)
土地名称
面積
所有形態
用途
利用期間始
利用期間終

建物

建物ID

組織ID (FK)
建物名称
建物構造
建物建築面積
建物延床面積
所有形態
用途
利用期間始
利用期間終

委員会議事

委員会議事ID

委員会ID (FK)
回次
議題
開催日時
開催場所
内容
参加者数
決定事項
議事録(添付ファイル)

委員会

委員会ID

組織ID (FK)
下位委員会ID (FK)
委員会名
委員会区分
委員会目的
委員会規約
期間始
期間終

学内委員会参加

学内委員会参加ID

委員会ID (FK)

教員番号 (FK)
職員番号 (FK)

役職名

期間始
期間終

組織

組織ID

設置区分
組織区分
設置者
機関（組織）名（和文）
機関（組織）名（英文）
目的・目標
学問分野
郵便番号
都道府県
住所（和文）
住所（英文）
電話番号
ＦＡＸ番号
ポインター（ＵＲＬ）
組織設置年月日
組織廃止年月日

設備備品

設備備品ID

組織ID (FK)
取得年月
設備備品名
設備備品区分
設備備品数量
設備備品金額

集計施設利用

集計施設利用ID

組織ID (FK)

調査年度
利用者数
利用時間数
利用可能時間数
一般利用者数
一般利用時間数
一般利用可能時間数

集計教員

集計教員ID

組織ID (FK)
調査年度
役職
年齢
性別
国籍
出身区分
常勤・非常勤区分
教員人数

集計研究員

集計研究員ID

組織ID (FK)
調査年度
研究員区分
性別
年齢
研究員人数
外国人研究員人数

集計職員

集計職員ID

組織ID (FK)
調査年度
職種
役職
年齢
性別
職員人数

集計学生

集計学生ID

組織ID (FK)
調査年度
年次
性別
学生人数
留学生人数

その他活動

その他活動ID

組織ID (FK)
調査年度
活動区分
活動体制
活動内容
活動実績
参考資料(添付ファイル)

文書情報

文書ID

組織ID (FK)
カテゴリ
タイトル
ファイル名

改変前組織

改変ID

組織ID (FK)
改変前組織ID (FK)
改変年月日

下位組織

下位ID

組織ID (FK)
下位組織ID (FK)
所有比率
期間始
期間終

集計委員会

集計委員会ID

組織ID (FK)
調査年度
委員会区分
委員会開催件数
委員会設置数

集計社会人学生

集計社会人学生ID

組織ID (FK)
調査年度
年次
業種
性別
年齢
社会人学生人数

集計職員資格

集計職員資格ID

組織ID (FK)
調査年度
資格区分
資格取得職員数

教員定員

教員定員ID

組織ID (FK)
調査年度
役職
定員

集計設備備品

集計設備備品ID

組織ID (FK)
調査年度
設備備品区分
設備備品数量

01. 組織・施設

博物館、美術館、情報教育センタ
ー、

【設備備品区分】
端末、机、いすな
ど

【活動区分】
○教員の任期制・公募制の導入状況
○学長のリーダーシップ
（裁量経費配分制度の有無、学長補佐制度の有無、任期
など）
○代議員会の導入
○評議委員会等への学外人材の導入
○組織開催シンポジウムへの資金支援制度
○核燃料・毒物の管理
○産業廃棄物処理体制

○大学案内
○学部学科案内
○教員採用・選考手順な



【その他活動区分】
○ボランティア
○留学生チューター
○クラブ活動など

02. 学生
学生休停退転学

学生休停退転学ID

学籍番号 (FK)
休停退転学区分
休停退転学理由
転学先
期間始
期間終

学生卒業修了後進路

学生卒業終了後進路ID

学籍番号 (FK)

学内組織 (FK)

卒業修了年度
就職先名
業種

他大学・大学院名
課程
国家資格受験

学生学位論文

学生学位論文ID

学籍番号 (FK)
授業科目コード (FK)

正指導教員 (FK)
副指導教員 (FK)

学位論文区分
年度
論文名
論文名(英語)
論文成績

受賞

受賞ID

受賞名
受賞年月日
受賞者名
団体名

学生その他活動

学生その他活動ID

学籍番号 (FK)
その他活動区分
その他活動内容
期間始
期間終

学生奨学金

学生奨学金ID

学籍番号 (FK)
奨学金名称
奨学金区分
給付貸与区分
奨学金申請年月日
支給年額
期間始
期間終

学生取得資格

学生取得資格ID

学籍番号 (FK)
資格名
資格区分
受験年月日
取得年月日

学生

学籍番号

所属組織 (FK)
氏名
ふりがな
氏名(ローマ字)
生年月日
性別
本籍地・国籍
障害の有無・種類
配偶者の有無
年次
主とする言語
学生区分
入学区分
入学年度
留学生経費区分

学生履修

学生履修ID

授業科目コード (FK)
学籍番号 (FK)
履修年度
履修申込年月日
履修形態
履修申込状態
成績
単位取得年度
取得単位

作品

作品ID

名称
内容
作品区分
発表者名
発表年月日
発表場所
設置場所

学生授業料

学生授業料ID

学籍番号 (FK)
授業料減免区分
授業料納付金額
授業料免除申請年月日
授業料免除納付年月日

授業科目

授業科目コード

名称
曜日
時限
教室
定員
授業概要
単位
時間数
主とする使用言語
授業計画
評価方法（成績）
授業科目区分
授業形態
期間始
期間終
教科書
参考図書
その他・備考

教員

教員番号

氏名
氏名(旧姓・別姓)
ふりがな
氏名(ローマ字)
生年月日
性別
本籍地・国籍
専門分野
研究内容
常勤・非常勤区分
任用区分
障害の有無・種類
職級
号俸
金額
教員在職期間始
教員在職期間終

特許

特許ID

特許名
特許番号
出願番号
発明者名
出願者名
出願年月日
登録年月日
出願国名
特許状態
専門分野
特許区分

教員研究教育指導

教員研究教育指導ID

教員番号 (FK)

学籍番号 (FK)
研究員番号 (FK)

主・副区分

期間始
期間終

組織

組織ID

設置区分
組織区分
設置者
機関（組織）名（和文）
機関（組織）名（英文）
目的・目標
学問分野
郵便番号
都道府県
住所（和文）
住所（英文）
電話番号
ＦＡＸ番号
ポインター（ＵＲＬ）
組織設置年月日
組織廃止年月日

論文

論文ID

論文題名（原文）
論文題名（和文）
著者名
著者名(和文)
共著者数
応募・招待区分
誌名・巻・号・頁・会議録名
出版機関
発行年月日
専門分野
記述言語
論文分類
査読有無

試験(レポート)答案

試験答案ID

学籍番号 (FK)
試験ID (FK)
試験成績
試験提出年月日
試験答案(添付ファイル)

研究発表

研究発表ID

発表論文 (FK)

発表題名（原文)
発表題名(和文)
応募・招待区分
主要言語
発表形態（口頭・ポスター）
会議名
会議区分
開催年月日
開催場所
主催者名

著書

著書ID

著書名（原文）
著書名（和文）
著者名
共著者数
著書形態
著書分類
出版機関
発行年月日
専門分野
記述言語
ISBN

論文参加

論文参加ID

論文ID (FK)

教員番号 (FK)
学籍番号 (FK)
職員番号 (FK)
研究員番号 (FK)

第一著者区分

研究発表参加

研究発表参加ID

研究発表ID (FK)

教員番号 (FK)
学籍番号 (FK)
職員番号 (FK)
研究員番号 (FK)

代表者・分担者区分

著書参加

著書参加ID

著書ID (FK)

教員番号 (FK)
学籍番号 (FK)
職員番号 (FK)
研究員番号 (FK)

代表者・分担者区分
役割・担当
担当ページ
章名

作品参加

作品参加ID

作品ID (FK)

教員番号 (FK)
学籍番号 (FK)
職員番号 (FK)
研究員番号 (FK)

代表者・分担者区分
担当内容

特許参加

特許参加ID

特許ID (FK)

教員番号 (FK)
学籍番号 (FK)
職員番号 (FK)
研究員番号 (FK)

担当内容
代表者・分担者区分
持分比率

受賞参加

受賞参加ID

受賞ID (FK)

教員番号 (FK)
学籍番号 (FK)
職員番号 (FK)
研究員番号 (FK)

代表者・分担者区分

学生学歴

学生学歴ID

学籍番号 (FK)

学内組織 (FK)
高校名

他大学・大学院名
課程
卒業・修了年月日
取得学位

学生職歴

学生職歴ID

学籍番号 (FK)
会社・機関名
職名・役職名
期間始
期間終

学生留学

学生留学ID

学籍番号 (FK)
留学先国
留学先学校名
留学理由
期間始
期間終

入学志願歴

入学志願歴ID

学籍番号 (FK)
入学志願者ID (FK)

学生転部転科

学生転部転科ID

学籍番号 (FK)

旧所属 (FK)
新所属 (FK)

転部転科理由
転部転科年月

学生入学金

学生入学金ID

学籍番号 (FK)
入学金減免区分
入学金免除申請年月日
入学金納付金額
入学金納付年月日

試験(レポート)

試験ID

授業科目コード (FK)
試験区分
試験名
試験概要
試験年月日
試験内容(添付ファイル)

学生学業成果

学生学業成果ID

学籍番号 (FK)
学位
学位授与年月日
卒業修了年月日
取得単位数
取得単位数(単位互換)

学生TA

学生TAID

学籍番号 (FK)

授業科目コード (FK)

指導教員 (FK)

活動内容
TA単価
TA時間数

期間始
期間終

学生RA

学生RAID

学籍番号 (FK)

指導教員 (FK)

研究内容
RA単価
RA時間数
期間始
期間終

学生インターンシップ

インターンシップ活動ID

学籍番号 (FK)
インターンシップID (FK)
インターンシップ勤務先名
業種
インターンシップ活動内容

ベンチャー企業参加

ベンチャー企業参加ID

ベンチャー企業ID (FK)

教員番号 (FK)
学籍番号 (FK)

代表者・分担者区分
役割

学生留年

学生留年ID

学籍番号 (FK)
留年年次
留年年度
留年理由

学生単位互換履修

学生単位互換履修ID

学籍番号 (FK)
授業科目名
単位互換学校名
単位互換学校区分
履修年度
成績
単位取得年度
取得単位

インターンシップ

インターンシップID

組織ID (FK)
ガイダンス開催年月日
ガイダンス参加者数
期間始
期間終

ベンチャー企業

ベンチャー企業ID

企業名
業種
所在地
業務内容
保有特許
学内支援制度利用有無
設立母体区分
資本金
設立年月日

【その他活動区分】
○ボランティア
○留学生チューター
○クラブ活動など

02. 学生

ノート
｢学生｣など個人のデータはNIAD-UE DBのデータ項目とはしない。必要となる集計データを作成する｢元データ」の例として、項目・細目を網羅的に検討している。

岩田末廣
テキストボックス
｢学生｣など個人のデータはNIAD-UE DBのデータ項目とはしない。必要となる集計データを作成する｢元データ」の例として、項目・細目を網羅的に検討している。


岩田末廣
ノート
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大学情報データベースシステムの基本設計の全体イメージ

③セキュリティ

基盤ネットワーク

システム基盤

世界へ発信世界へ発信世界へ発信

機構外からの
登録

機構外からの機構外からの
登録登録

大学情報大学情報
データベースデータベース

情報提供
システム

一般利用者

収集
システム

閲覧
大学等担当者 登録・修正・確認

分析
システム

システム管理者及
びデータ管理者より
許可を受けた者

分析結果登録

加工・編
集
分析

分析結果

機構内からの
登録・分析

機構内からの機構内からの
登録・分析登録・分析

編集
システム

を保ちつつ、許
可された 範囲

①大学等の研究教育活動等
において広く社

の状況について生データ 会に公開するシ
ベース ステム

②収集したデータを客観的かつ多面的な
観点で分析編集するシステム

④セキュリティ･信頼性・運用面から支える基盤
となるインフラの構築

バックアップ

分
析

評価へ利活用評価へ利活用評価へ利活用

専門委員，評価員等

機構の担当者

登録・修正・確認

高等教育研究への活用高等教育研究への活用高等教育研究への活用

教育研究活動改善へ
の活用

教育研究活動改善へ教育研究活動改善へ
の活用の活用

大学などの研究者

大学などにおける自
己評価委員会

分析要請
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良くある質問：学校基本調査のデータは使
えないのか？

•国勢調査的なものであり、

•その利用には制限があり、

•学校単位では、公表されない。

学校基本調査で提出する項目：
学生数（学部・研究科、性別・学年別）、教員数(学部・研究科、性別）

最低在学年超過学生数、高卒年度、出身高校の所在県、
大学院入学志願と入学生の出身大学（自大学かそれ以外）

学校教員統計調査で提出する項目：教員個人調査と教員移動調査

「大学情報データベース」と共通項目がある。

個人データなので、共通項目はない。

項目の定義を共通にし、提出する形式も出来るところは共通にする工夫
が必要だろう。
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大学と機構の連携

データの提供とそれを受け取る機関という関係にとどまらない。

• 大学は、NIAD-UE DBを活用する

大学の自己点検・評価作業の効率化・負担軽減
評価年への作業の集中を分散
機構の評価作業の際における大学と評価委員の両者の負担軽減

• NIAD-UE DBシステム設計と構築における協力関係

• 大学のデータベース関係者との経験交流
大学と機構、あるいは大学間の共同研究の積み重ね

• NIAD-UE DBシステム構築中も、大学との情報・意見交換によっ

て常にシステムの進化を目指すことが必要
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大学情報データベース開発手順

H15 基本設計(終了)、詳細設計，プロトタイプシステム構
築，システム評価、テストデータの入力

H16   大学関係者などを含む有識者会議の設置
協力大学からのデータ入力、システムの運用テスト、
システム評価と修正
公私立大、短大、高専などのデータモデルの検討
情報交換・意見交換のための研究会・シンポジウム

H17 以降 収集情報の通知，運用開始
大学： 毎年の情報の蓄積
機構： 集約された情報の収集と公開

情報交換・意見交換のための研究会・シンポジウム
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